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（ 2）環境影響 の 回避・ 低 減 の検討

土地又 は工作 物 の存在及 び供用 に当た っては、重要 な種 の生息 状況 に及 ぼす 環 境影

響 は、 以 下 に示 す とお り、 事 業 者 に よ り実 行 可 能 な範 囲 内 で で き る 限 り回避 され 、 又

は低 減 され て お り、 環 境 の保 全 に つ い て の 配 慮 が適 正 に な され て い る と評 価 した 。

①飛行場の存在

ア）植生環境の変化

植 生環境 の変化 に よる影 響 は、海 域 を主 に利用す る鳥類 、海 浜部 を主 に利 用 す る 甲

殻 類につ いて はいずれ の種 につ いて も生 息環境 の減少 面積 、減少 率 はご く僅 か で あ る

こ と、及 び 山 地 林 を主 に 利 用 す る種 に つ い て は 、環 境 保 全 配 慮 を 講 ず る こ とに よ りい

ずれ の種 につ い て も生 息環境 の減少 面積 、減少 率 は ご く僅 か であ る こ とか ら、重 要 な

種 の生息状況 に及 ぼす環境 影響 の程度 は低 減 され てい る。

洞窟 に生息 す る種 につ い ては、消滅 す る洞窟 が あるた め、生息 環境 は減 少 す る もの

の、改変 の影響 を受 けない洞窟 にも同 じ種 が生 息 して い る こ とか ら、個体 群維 持 に及

ぼす環曲 響の程度 は極 めて小 さく、重要な種の生息状況に及 ぼす環境影響の程度 は 二

低 減 され て い る 。

二次林 を主 に利用 す る種 について は、事業実施 区域 内の 二次林 が人 工草 地や 舗装 面

に変 わ る こ とに よ り、 生 息 環 境 が 減 少 す る こ と とな る が 、 周 辺 に 二 次 林 は 広 く残 され

てお り、いずれ の種 につ いて も減 少面積 、減少率 は ご く僅 か であ る こ とか ら、植 生 環

境 の変化 が生 息状況 に及 ぼす環境影 響 の程 度 は極 めて小 さ く、生息 状況 に及 ぼす環境

影響 の程度 は低減 され て いる。

イ）移 動 阻 害

内 陸 部 で も確 認 され た オ カ ヤ ドカ リ、 ム ラサ キオ カ ヤ ドカ リ、 ナ キ オ カ ヤ ドカ リ、

ヤ シガニ につ い て は繁 殖 期 の海浜 部 へ の移 動 の 際 に影 響 が 生 じるお それ が 考 え られ

る。 しか し、 直 立 した 擁 壁 な どの 構 造 物 が 海 浜 部 に設 置 され る こ とは な く 、海 浜 部 の

モ クマオ ウ植林 及 び海 浜植 生 は現状 のま ま残 され、海岸 線近 くまで張 り出 した植 生 が

保たれ る こ とか ら、 空 港 を迂 回 して海 浜 部 へ 降 りて い く こ とは 可 能 で あ る と 考 え られ

る こと、着陸 帯北側 及び 北側進 入灯部 分 には事 業の計画 段階 で講 じた環境 保全 配慮 と

して、 ボ ックスカルバ ー トを設 置 し、 これ が海浜 部へ の移 動経 路 と して利 用可 能 で あ

り、重要 な種 の生息状況 に及 ぼす環境影 響 の程 度 は低減 され てい る。

②航空機の運航

ア）航 空機 の運航 に よる騒 音
かへ

航 空機 騒 音 に よる影響 につい ては、航空機 騒音 の レベル が、 注意 した ほ うが 無難 で

ある と した 60 dB を下 回 っ て い る種 に つ い て は環 境 影 響 の 程 度 は極 め て 小 さ く、 ま た 、

6 0 dB を上 回 る地点 が ある種 につ いては周辺 に利 用 可能 な環境 が残 され 事業実施 区域周

辺の個体群 の存続 に及 ぼす環境 影響 の程度 は極 めて小 さい こ とか ら、重要 な種 の生 息

状況 に及 ぼす環 境影響 の程 度 は低 減 され てい る。
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